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今月の話題　

　

１
月
11
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
平
成
27
年
田
子
町
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
対
象
者
68
名
の
う
ち
、
58
名
が
出
席
。

友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
近
況
報
告
や
写
真
撮
影
を

す
る
新
成
人
で
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
釜
渕
靖や

す
ひ
ろ大
さ
ん
（
七
日
市
）
と
沢
口
知ち

え枝
さ
ん
（
川

向
）
が
リ
ー
ド
し
、
新
成
人
全
員
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し
た
後
、

岩
間
功こ

う
す
け将

さ
ん
（
原
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
新
成
人
の
有
志
で
組
織
さ
れ
た
成
人
式
実
行
委

員
会
（
小
舘
蓮れ

ん音
実
行
委
員
長
）
が
主
体
と
な
り
、
約
２
カ
月
か

け
て
準
備
し
た
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人

ら
は
恩
師
や
同
級
生
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
中
学
時
代
の

映
像
が
上
映
さ
れ
る
と
、
幼
い
自
分
の
姿
に
昔
を
懐
か
し
み
、
会

場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
田
子
町
成
人
式

決
意
を
新
た
に
大
人
の
一
歩
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　今月の話題

内條冴
さ え き

基（茂市）

実家で農業をするの
で、学校で学んだこと
を活かし、しっかり経
営できる農業者になり
たいです。

小舘蓮
れ ん

音（風張）

もっと仕事ができるよ
うになって親孝行した
いです。

新成人メッセージ
（一部抜粋）

佐藤大
だいすけ

輔（飯豊）

今までお世話になった
親に恩返しがしたいで
す。

山沢大
だ い き

貴（野面）

今までお世話になった
方々に感謝し、社会人
としてしっかり頑張り
ます。

川村茉
ま ゆ

由（矢田郎）

人に誇れるような、恥
ずかしくない大人にな
りたいです。

小島嘉
よ し え

恵（杉本）

まわりに感謝して笑顔
を忘れず、いろいろな
ことに挑戦していきた
いです。

簗田花
は な み

実（上風張）

責任を持った行動をし
て夢に向かって頑張り
ます。

沢口知
ち え

枝（川向）

資格取得に努めて、自
立し、人に優しく接せ
られる人になりたいで
す。
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トピックス　

電
動
ド
リ
ル
で
小
さ
な
穴
を
開

け
下
準
備
を
し
ま
し
た
。
細
い

パ
イ
プ
を
使
っ
て
穴
に
菌
を
詰

め
る
「
植
菌
」
や
、
溶
か
し
た

蝋
を
植
菌
し
た
箇
所
に
塗
る

「
封ふ

う
ろ
う蝋

」
を
行
い
ま
し
た
。
児

童
ら
は
す
ぐ
に
慣
れ
、
楽
し
そ

う
に
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
ほ

だ
木
は
冬
の
間
、
体
育
館
の
倉

庫
で
保
管
さ
れ
、
５
月
に
は
屋

外
の
自
然
の
中
で
成
長
さ
せ
、

９
月
頃
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

祝　

中
山
善
作
さ
ん

１
０
５
歳
！

　

１
月
23
日
、
中
山
善
作
さ
ん

（
新
田
）
の
満
１
０
５
歳
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
ご
自
宅
で
敬
老

祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

り
、
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。
山
﨑
さ
ん
か
ら
「
何
事

も
毎
日
続
け
る
こ
と
」「
あ
い
さ

つ
や
返
事
は
き
ち
ん
と
す
る
こ

と
」
の
大
切
さ
や
、
野
村
監
督

か
ら
言
わ
れ
た
「
第
一
印
象
は

大
切
」「
準
備
は
き
ち
ん
と
す
る
」

な
ど
の
教
訓
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
野
球
に
触
れ
た
方
や
野

球
に
詳
し
く
な
い
方
で
も
わ
か

り
や
す
く
、
興
味
を
引
か
れ
る

語
り
口
調
に
、
会
場
か
ら
は
時

折
笑
い
声
も
起
こ
り
、
来
場
者

ら
は
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に
は
、

質
疑
応
答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、

最
後
に
質
問
し
た
中
学
生
が
突

然
壇
上
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
と
、

山
﨑
さ
ん
の
現
役
時
代
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
試
着
す
る
と
い
う

サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
町
か
ら
は
敬
老
祝
金
が

贈
ら
れ
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
明
治
43
年
１
月

23
日
生
ま
れ
。
子
ど
も
４
名
、

孫
９
名
、
曾
孫
18
名
、
玄
孫
３

名
に
恵
ま
れ
、
毎
日
か
か
さ
ず

新
聞
を
読
み
、
身
の
回
り
の
事

は
一
通
り
ご
自
分
で
さ
れ
る
な

ど
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
１
０
０
歳
以
上
の

町
民
は
中
山
さ
ん
を
含
め
７
名

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山

さ
ん
は
青
森
県
で
長
寿
男
性
３

位
と
な
り
ま
し
た
。

挫
折
を
乗
り
越
え
て
～
田

子
町
生
涯
学
習
研
修
会
～

　

１
月
25
日
、
中
央
公
民
館
で

田
子
町
生
涯
学
習
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
元

プ
ロ
野
球
選
手
の
山
﨑
武
司
氏

を
講
師
と
し
て
招
き
、「
挫
折
を

乗
り
越
え
て
」
と
題
し
て
、
ご

自
身
の
経
験
を
も
と
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に

は
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
話
を
聞

け
る
と
あ
っ
て
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
約
１
５
０
人
が
集
ま

収
穫
を
楽
し
み
に
～
原
木

し
い
た
け
栽
培
体
験
学
習

～
　

１
月
16
日
、
上
郷
小
学
校
で

原
木
し
い
た
け
栽
培
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
験

学
習
は
、
町
の
主
産
業
で
あ
る

農
林
業
に
興
味
を
持
ち
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
町
が
初

め
て
実
施
し
ま
し
た
。
し
い
た

け
づ
く
り
の
名
人
で
あ
る
増
田

博
さ
ん
（
75
・
道
前
）
を
「
原

木
し
い
た
け
マ
ス
タ
ー
」
と
銘

打
っ
て
講
師
に
招
き
、
手
ほ
ど

き
を
受
け
ま
し
た
。
ほ
だ
木
と

し
て
、
旧
上
郷
中
学
校
ス
キ
ー

場
か
ら
伐
採
し
た
ナ
ラ
の
木
を

26
本
用
意
し
、
児
童
ら
は
用
意

さ
れ
た
作
業
台
に
木
を
並
べ
、パイプを使っての植菌

ご家族と長寿を祝う中山さん（中央）

終始笑顔でお話しされる山﨑さん

田
沼
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
再
任

　

１
月
22
日
、
法
務
大
臣
の

委
嘱
に
よ
り
田
沼
寛
子
さ
ん

（
56
・
上
野
）
が
人
権
擁
護
委

員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
侵

害
に
つ
い
て
の
相
談
や
日
常

生
活
で
の
困
り
ご
と
、
遺
産

相
続
、
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
等
、

無
料
で
相
談
に
乗
り
ま
す
。

任
期
は
平
成
29
年
12
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
氏
名　

田
沼
寛
子

▽
住
所　

田
子
町
大
字
田
子

字
日
ノ
沢
１
‐
３

☎
32
‐
４
２
１
２

問
役
場
住
民
課
住
民
環
境
グ

ル
ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３
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　トピックス

る
学
年
。
を
目
指
し
ま
す
」
と

力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
後
は
記
念
講
演
と
し
て
、

八
戸
市
立
湊
中
学
校
校
長
の
北

山
勝
則
先
生
の
講
演
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
北
山
先
生
は
「
自

分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
」
と
題

し
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
自
身
の
経
験
な
ど
を
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、「
自

分
の
た
め
に
叱
っ
て
く
れ
る
大

人
を
早
く
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
何
で
も
１
・
２
倍
頑

張
っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
教
育
委

員
会
と
教
育
振
興
会
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
町
内
の
小
中
学

校
か
ら
約
80
名
の
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
で
は
、
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
学

年
男
女
別
に
大
回
転
競
技
に
、

中
学
校
の
部
で
は
男
女
別
に
大

回
転
競
技
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
出

場
し
た
選
手
は
、
当
日
の
悪
天

候
に
も
め
げ
ず
自
己
記
録
更
新

と
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を
目
指
し
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

目
指
せ
自
己
新
記
録
！

　

１
月
28
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
第
35
回
田
子

町
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ

●
小
学
校
女
子
の
部

▽
４
年
生
以
下

　

１
位　
冨
樫
心こ

こ
ね寧（
田
子
小
４
）

　

２
位　
大
久
保
瑠る

な七
（
清
水
頭
小
４
）

　
３
位　
笠
原
凪な

ぎ
さ紗（
田
子
小
４
）

▽
５
年
生

　

１
位　
岩
間
和わ

か

の
佳
乃（

上
郷
小
）

　

２
位　
坂
本　

陽ひ
な
た
（
田
子
小
）

　
３
位　
岩
間
月る

み美
（
上
郷
小
）

▽
６
年
生

　

１
位　
千
葉
美み

づ
き月（

清
水
頭
小
）

　

２
位　
荒
木
田
知ち

ひ
ろ広（

上
郷
小
）

　
　
　
　
　

立
志
式
で
決
意
新
た
に

　

２
月
２
日
、
田
子
中
学
校
（
一

戸
宗
雄
校
長
）
で
立
志
式
が
厳

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
戸
校

長
や
来
賓
か
ら
激
励
の
言
葉
を

受
け
た
２
年
生
は
、
保
護
者
も

見
守
る
中
、
57
名
全
員
が
将
来

の
夢
や
目
標
を
力
い
っ
ぱ
い
大

き
な
声
で
堂
々
と
発
表
し
ま
し

た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
荒
木
田
伊

佐
央
さ
ん
が
「
４
月
か
ら
は
最

上
級
生
と
し
て
学
校
全
体
を
引

っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
思
い
や
り
が
あ
り
、
団

結
力
の
あ
る
学
年
。
弱
さ
か
ら

逃
げ
ず
、
挑
戦
し
続
け
る
学
年
。

切
り
替
え
が
で
き
、
信
頼
さ
れ

こんにちは！  川名美夏です。
　最近の私は地域の女性の集まりに参加し、
編み物や布袋を作り、いろいろな話を聞いた
りしています。集まっていた皆さんの作品は、
とても素人とは思えないような高度な物もあ
りました。
　先日、田
子町でのい
ちご栽培の
足がかりと
して、販売
の始まった
南郷のいち
ごハウスを
見学に行き
ました。生産者の方から、栽培の苦労話を聞
くことができ、大きく綺麗ないちごを作るの
は大変な努力の賜物なのだと思いました。
　それから、町で行われた様々なイベントに
も参加しました。講演会では力になる話を聞
き、スノーフェスタでは子どもたちの素敵な
笑顔に出会って、芸能発表会では田子神楽を
観て是非ともこの先もずっと受け継いでいっ
てほしいなと思いました。
　そして……、春が来たら畑に野菜を植えて
みようと思います。初めての農業体験大変だ
とは思いますが、挑戦してみます！

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

代表で決意を述べる荒木田くん

華麗なターンでコースを滑走
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トピックス　

●
中
学
校
女
子
の
部

　

１
位　
新
井
田
香か

ほ穂
（
２
年
）

　

２
位　
新
井
田
実み

ほ穂
（
１
年
）

　
３
位　
山
美
奏か

な
は葉
（
１
年
）

●
中
学
校
男
子
の
部

　

１
位　
梅
内　

充み
つ
る
（
２
年
）

　

２
位　
櫻
場
悠ゆ

う
と斗
（
１
年
）

　
３
位　
船
場
啓け

い
ご吾
（
２
年
）

●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
女
子
の
部

　

１
位　
幅
野
陽は

る
か香
（
２
年
）

　

２
位　
地
切
桃も

も
は心
（
２
年
）

　
３
位　
鳥
井
本
遥は

る
な奈
（
２
年
）

●
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子
の
部

　

１
位　
獅
子
内
燎り

ょ
う
が河
（
２
年
）

　

２
位　
瀬
川
将ま

さ
き輝
（
２
年
）

　
３
位　
白
澤
憲け

ん
ご吾
（
２
年
）

ラ
ン
ド
で
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
５
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
ま
つ
り
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
内
容
も
新
た
に
な
り
ま
し

た
。
開
催
期
間
中
は
、
ス
キ
ー

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
レ
ン

タ
ル
が
無
料
と
あ
っ
て
、「
久
し

振
り
に
滑
っ
た
よ
」
と
い
っ
た

方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
ス
キ
ー
協
会
・
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
協
会
に
よ
る
受
講
料

無
料
の
親
子
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
教
室
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
デ
ュ
ア
ル
レ
ー
ス
が

行
わ
れ
、
最
年
少
は
５
歳
、
最

冬
を
楽
し
も
う
！
～
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
～

　

１
月
31
日
と
２
月
１
日
の
２

日
間
、
創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー

年
長
は
70
歳
以
上
、
更
に
は
プ

ロ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
の
方
ま
で

参
加
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
２
９
ド
ー
ム
に
屋

台
村
が
特
設
さ
れ
、
温
か
い
食

べ
物
で
来
場
者
ら
を
迎
え
ま
し

た
。

　

そ
し
て
初
日
の
夕
方
、
ス
キ

ー
セ
ン
タ
ー
前
で
子
ど
も
た
ち

が
作
っ
た
雪
灯
籠
の
灯
り
が
き

れ
い
に
灯
る
頃
、
冬
の
夜
空
に

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
来
場

者
ら
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
３
位　
大
熊
佑ゆ

う
な奈（

清
水
頭
小
）

●
小
学
校
男
子
の
部

▽
４
年
生
以
下

　

１
位　
松
橋
海か

い
と渡（
田
子
小
４
）

　

２
位　
大
向
莉り

お央（
上
郷
小
４
）

　
３
位　
森
崎
祐ゆ

う
せ
い世（清

水
頭
小
４
）

▽
５
年
生

　

１
位　
澤
口
仁た

か
ひ
と誉
（
上
郷
小
）

　

２
位　
梅
内　

皓ひ
か
る
（
上
郷
小
）

　
３
位　
袖
村　

翔か
け
る
（
田
子
小
）

▽
６
年
生

　

１
位　
尾
形
颯さ

つ
き紀（

清
水
頭
小
）

　

２
位　
幅
野
俊し

ゅ
ん
す
け介（
田
子
小
）

　
３
位　
大
坊
和か

ず
き輝
（
上
郷
小
）

お母さん・お父さんになる方へ
～その① 母子健康手帳をもらおう～

　今月号から数回にわたって、健康増進課より、
これからお母さん・お父さんになる方、すでに
お母さん・お父さんになっている方など、たく
さんの方へ赤ちゃんを迎えるための準備知識を
ご紹介していきたいと思います。

●妊娠がわかったら…
　病院などの医療機関から妊娠と診断されたら、
早めに住民票のある市町村窓口に『妊娠届出書』
を提出し、『母子健康手帳』の交付を受けましょ
う。
　申請には、医療機関が発行する『妊娠届出書』

『妊婦連絡票』を持参し、健康増進課（せせらぎ
の郷）へお越しください。

※母子健康手帳は、妊娠の経過や出産の状況、
お子さんの小学校入学までの健康状態や発育
状況などを記録するもので、妊娠経過や乳幼
児健康診査などの際に必要に
なる大切な手帳です。これら
の妊婦健診や、お子さんの予
防接種の接種状況などの記録
が一つの手帳に記載されるた
め、引っ越し先や旅行先など
でも、これらを活用し、継続性・一貫性のあ
るケアを受けられるというメリットがありま
す。学校教育の中で、母子手帳を活用する機
会も増えているようですので、お子さんが大
きくなっても無くしてはいけません。

　母子健康手帳交付の際に、以下のものをお渡
しします。
▼母子健康手帳（１人につき１冊）
▼妊婦委託健康診査受診票（14回分）
▼国保妊産婦10割給付 ※ 国保の方のみ。保険

証が必要ですので必ず持参ください。

コラム
　母子手帳は日本で生まれた手帳で、この仕組
みがある国は世界ではありませんでした。太平
洋戦争中に、ドイツのある地方の妊婦健康記録
の携行制度を参考に、日本でもその仕組みを作
りました。当時は妊産婦手帳を提示すると配給
を優遇して受けられる特典がありました。現在
は、日本の母子手帳に触発され、各国において、
文化や経済状況を反映した様々な母子手帳が誕
生しています。

★次回は、妊婦健診についてのお話です。

盛り上がった雪山宝探しの抽選会
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■  公用車を売却します
●公用自動車
◎車名　三菱キャンター
◎初年度登録年月
　平成７年９月
◎走行距離　157,713km
　（平成27年１月27日現在）

▼入札日　３月27日（金）
▼場所　南部町役場（本庁舎）３階　中会議室
▼入札参加申込　３月16日（月）～３月20日（金）
▼申込書提出先　三戸地区環境整備事務組合
　　　　　　　　（南部町大字相内字屋敷久保121-8）
▼入札参加資格

（１）地方自治法施行令第167条の4第1項に規定する
者に該当しないこと。

（２）三戸地区環境整備事務組合財務規則第69条の規
定による一般競争入札に参加できない者でないこと。

（３）青森県内に本社を有するか青森県内に所在する
個人であること。

（４）国税・県税・市町村税の滞納がないこと。（未納
のない証明書をコピーで添付）

▼売却条件
（１）入札額は自動車１台の金額とする。
（２）自動車取得に係る費用・手続きは購入者が負担

すること。
（３）名義変更後の車検証の写しを提出すること。
※入札希望者は事前に下記問い合わせにご連絡くださ

い

問三戸地区環境整備事務組合事務局
　☎０１７８−７５−１４４９

■  愛車の住所変更も忘れずに
　自動車をお持ちの方で住所が変わった方は、運輸支
局で住所の変更登録をお願いします。自動車税の納税
通知書は、原則として運輸支局に登録されている住所

（車検証記載住所）に送ります。３月中に変更登録を
していただくと納税通知書は変更後の住所へお送りし
ます。３月中に運輸支局で手続きできない場合には、
県税部にご連絡ください。なお、自動車税住所変更届
は、インターネット、ＦＡＸでもできます。詳しくは、
青森県ホームページ「県税（http://www.pref.aomori.
lg.jp/life/tax/）」でご確認ください。

問三八地域県民局県税部　納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１

■  広域通信制ＮＨＫ学園高等学校普通科
　生徒募集
　全国どこからでも入学可能。ＮＨＫのテレビ・ラジ
オの放送を利用した特色のある教育課程で、３年間で
高校卒業の資格を取得できます。登校は月に１～２回。
▼履修年数　３年（ただし、転編入あり）
▼募集対象　中学校を卒業した方、または2015年３
月に卒業見込みの方、高等学校中退者他
▼願書・申込み受付　１月25日～４月30日（必着）
　詳しくは下記までお問い合わせください。

問ＮＨＫ学園 ☎０４２−５７２−３１５１（代表）
　案内書請求フリーダイヤル ☎０１２０−０６−８８８１

■  「多重債務相談窓口」のご案内
　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口
を設置しております。相談員が借金の状況等をお伺い
し、必要に応じて弁護士等の専門機関に引き継ぎを行
います。相談は秘密厳守・無料です。お気軽にご相談
ください。
▼相談専用電話　☎０１７－７７４－６４８８
▼場所　青森市新町２－４－２５
　　　　青森合同庁舎３階　青森財務事務所
▼受付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
　　　　午前８時30分～正午　午後１時～４時30分

■  上郷警察官駐在所の閉所について
　上郷警察官駐在所は、本年3月に閉所し、田子警察
官駐在所に統廃合されることになりました。
　統廃合されることにより、住民の方がより安全で安
心な地域を実感できるようパトロール
などを強化していきますので、今後と
もよろしくお願いします。
▼閉所日（統廃合日）
　平成27年３月中旬
▼統合先
　田子警察官駐在所（現２人体制から３人体制に変更）
▼廃止後の施設
　地域の防犯活動等の拠点として活用予定

問三戸警察署地域課 ☎２２−１１３５■  定期労働相談会（３月、４月）の開催について
◎労働相談会開催日時等

開催日 時　間 場　所

３月３日（火）午後１時30分
～午後４時 青森市　アスパム５階

４月７日（火）午後１時30分
～午後３時30分

青森県労働委員会（国
道県庁向い　みどりや
ビル７階）

問青森県労働委員会事務局審査調整課
　☎０１７－７３４－９８３２

　お知らせ
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

第37回文化協会芸能発表会開催
　２月１日、タプコピアンプラザホールで第37回田
子町文化協会芸能発表会が行われました。これは町
文化協会の主催で行われ、所属する10団体が出演し
て唄や踊りなどを披露しました。
　田子神楽保存会技芸部の「翁舞」をはじめ、民舞
踊子すずめ会による息のそろった舞踊等、出演者の
堂々としたステージは会場に詰めかけた観客を喜ば
せていました。

田子町文化賞・スポーツ賞受賞者
　１月30日に平成26年田子町文化賞・スポーツ賞審
査会が行われ、文化賞部門は１団体、６個人に、ス
ポーツ賞部門は３団体、17個人の受賞が決定されま
した。　
　受賞者は次のとおりです。
●文化賞部門
▽文化奨励賞（団体）
　県立田子高等学校郷土芸能部
▽文化奨励賞（個人）
　森崎祐

ゆ う い ち ろ う

市郎（三本木農２）農業クラブの部
　森崎祐

ゆ う じ ろ う

司郎（三本木農１）農業クラブの部
▽児童生徒文化奨励賞（個人）
　西野文

あ や ね

音（田子小６）作文の部
　大野萌

も あ

愛（田子小２）作文の部
　北村雪

ゆ き と

都（田子小１）作文の部
　澤口仁

た か ひ と

誉（上郷小５）作文の部
●スポーツ賞部門
▽スポーツ大賞（個人）
　佐藤謙

け ん じ

次（弘前工３）バレーボール競技
　鳥井本聖

せ い な

奈（埼玉栄２）相撲競技
　中平賢

か つ の り

郷（東奥義塾２）スキー競技
　山市大

だ い ご

悟（三本木農１）相撲競技
▽スポーツ賞（団体）
　県立田子高等学校弓道部男子
▽スポーツ賞（個人）
　古田匡

ま さ し

史（八戸西３）ラグビーフットボール競技
　柳田祐

ゆ う や

耶（弘前工２）バレーボール競技
　眞田恒

こ う き

輝（三本木農２）ラグビーフットボール競技
　幅野悠

ゆ う す け

介（三本木農２）ラグビーフットボール競技
　石井涼

り ょ う た

太（田子高２）弓道競技
　坂下　健

たける

（八工大一２）ゴルフ競技
▽スポーツ奨励賞（団体）
　たっこＢＢＣスポーツ少年団
　田子小学校相撲クラブ
▽スポーツ奨励賞（個人）
　鳥井本遥

は る な

奈（田子中２）相撲競技
　山市紗

さ ゆ り

友理（田子中１）相撲競技
　戸田若

わ か な

菜（田子小６）　陸上競技・軟式野球競技
　尾形颯

さ つ き

紀（清水頭小６）陸上競技
　吉田陽

は る な

菜（田子小５）柔道競技
　澤口仁

た か ひ と

誉（上郷小５）相撲競技
　佐野龍

り ゅ う じ

志（田子小４）柔道競技

※表彰基準が、前年の１月１日～12月31日となる
ため所属が異なる場合があります。

民
舞
踊
子
す
ず
め
会

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
保
存
会

●郷土料理講座
▽と　き　３月４日（水）午前９時30分～
▽ところ　中央公民館調理室
▽内　容　だんごの作り方の基礎を学ぶ
▽持ち物　エプロン、三角巾
▽申込み　３月２日（月）までに申込書及び電話
　　　　　連絡でお願いします。
　　　　　　TEL ２０−７０７０（担当：千葉）
●生花講座
▽と　き　３月28日（土）午後６時30分～
▽ところ　中央公民館研修室
▽材料費　1,000円程度
▽持ち物　花ばさみ、カッター等
▽申込み　電話で中央公民館へ申し込みください

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●歴史
▽逆説の日本史21 ／井沢元彦／

210イ
▽日本史の謎は「地形」で解ける

／竹村公太郎／210タ
●介護、健康
▽認知症の介護に役立つハンドセ

ラピー／493ニ
▽食品の裏側２／安部司／498ア
●手芸、料理など
▽プラバンでかわいい北欧風手作

りアクセサリー／751プ
▽チョコケーキとクッキー、生チ

ョコレートの本／下迫綾美／
596シ

●歴史・時代小説
▽鼠、滝に打たれる／赤川次郎／

913ア
▽峠しぐれ／葉室麟／913ハ
▽影踏み鬼／葉室麟／913ハ
▽千春の婚礼／新・御宿かわせみ５

／平岩弓枝／913ヒ
●ミステリー・サスペンス・警察
小説など
▽四次元の花嫁／赤川次郎／913

ア
▽自滅／柴田よしき／913シ
▽十津川警部八月十四日夜の殺人

／西村京太郎／913ニ
▽国境事変／誉田哲也／913ホ
▽ビブリア古書堂の事件手帖６／

三上延／913ミ
▽その女アレックス／ピエール・

ルメートル／953ル
●そのほかの小説など
▽アイネクライネナハトムジーク

／伊坂幸太郎／913イ
▽オネスティ／石田衣良／913イ
▽九年前の祈り／小野正嗣／913

オ
▽脱・限界集落株式会社／黒野伸

一／913ク
▽世界で最初の音／白川道／913

シ
▽教団Ｘ／中村文則／913ナ
▽悲嘆の門／上下巻／宮部みゆき

／913ミ
▽福も来た／群ようこ／913ム
▽賢者の愛／山田詠美／913ヤ
●エッセイ・手記など
▽それでも前へ進む／伊集院静／

914イ

　 図 書 館 に は
145枚のＣＤが
あり、中学生以
上の利用者の方
に貸出していま
す。音楽ＣＤで
は ク ラ ッ シ ッ
ク・ジャズ・ロ
ック・ボーカル・
子ども向けなど
があります。音
楽以外では落語
のＣＤが人気が
あります。貸出は一人３枚まで、貸
出期間は１週間です。この機会にど
うぞご利用ください。

○くつろぎの音楽／クラシック
○ストレス解消の音楽／クラシック
○ザ・ユニーク／セロニアス・モン

ク／ジャズ
○ビートルズ／ロック
○スタジオジブリの歌／子ども向け
○うたって覚えよう九九のうた／子

ども向け
○古今亭志ん朝／落語
○枝雀十八番／落語

●読みたい本をお探しします 「本の予約とリクエスト」

図書館情報
「音楽」「落語」「九九の勉強」
ＣＤを貸出しています！
●「ＣＤ」の展示と貸出

　読みたい本が貸出中のときは「本
の予約」を、図書館にない本を読み
たいときは「本のリクエスト」を受
け付けています。「ラジオで聞いた」

「テレビで紹介していた」「新聞に載
っていた」など、本を探して皆様の
ご要望にできるだけおこたえしま
す。電話でも受け付けます（☎２０
−７２２１）。どうぞご利用ください。

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

3月の図書館行事
▼３／４（水）午前10時から11時
　赤ちゃん絵本の紹介／せせらぎの郷
▼３／14（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「遊べる折り紙」作り／ひこうき
▼３／28（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　「遊べる折り紙」作り／しゅりけん

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

本の予約・リクエスト申込み用紙
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●3月2日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月3日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●3月4日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●3月5日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●3月6日（金）
　ムリなく血圧を下げよう教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月9日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月10日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●3月11日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●3月12日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜2:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●3月13日（金）
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月16日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月17日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00

●3月18日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●3月19日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●3月20日（金）
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月23日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月24日（火）
　介護予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:00
●3月25日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●3月26日（木）
　病気にならない教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●3月27日（金）
　生きがい倶楽部（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
●3月30日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
　献血（せせらぎの郷）
　午前9:30〜午後0:30、午後1:30〜4:00
●3月31日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後3:00

3月の主な保健・介護予防事業予定表

町
の
人
口

平
成
27
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2243（−４）
人口／6143（−16）
男／2942（−13）
女／3201（−３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・
事

故
に
注
意

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
の
時
季
、「
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る

火
災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は
「
油
種
を
確
認
」

し
、「
必
ず
消
火
」
し
て
か
ら

行
い
、
お
出
か
け
の
時
は
「
火

の
元
を
点
検
」
す
る
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
、
時
々
「
換
気
」

し
て
、
部
屋
の
空
気
を
入
れ
替

え
る
。

◎
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
排
気
筒
の
埋
も
れ
な
ど

が
な
い
か
時
々
「
点
検
」
す
る
。

◎
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
出
口

の
周
囲
を
除
雪
し
、「
避
難
経

路
を
確
保
」
す
る
。

◎
路
面
が
「
凍
結
し
、
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
」
の
で
、
転

倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

◎
屋
根
か
ら
雪
や
氷
柱
が
落
ち

て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
高
齢
者
講
習
の
早
期
受
講
に

つ
い
て

　

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許

証
を
更
新
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
高
齢
者
講
習
の
受
講
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
は
高

齢
者
講
習
の
前
に
講
習
予
備
検

査
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
必
要
な
方

は
、
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

の
約
６
カ
月
前
に

運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
高
齢
者

講
習
通
知
書
」
が

発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

記
載
さ
れ
て
い
る
教
習
所
の
中

か
ら
希
望
の
教
習
所
を
選
ん
で

早
め
に
予
約
の
う
え
高
齢
者
講

習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
講
習
を
終
了

す
る
と
「
高
齢
者
講
習
終
了
証

明
書
」
が
交
付
さ
れ
、
免
許
証

の
更
新
手
続
き
の
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
紛
失
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
講
習

係
☎
０
１
７
‐
７
８
２
‐
０
０

８
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●山崎　杏
あん

（豊・冬美）／下本町
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●橋本桂州（サンモール）
　都筑美沙子（神奈川県）

お悔やみ
●柳田たか（98歳）風張
●小笠原喜代志（70歳）北側
●山本源一郎（86歳）袖平
●尾形清治（86歳）清水頭
●簗田義孝（83歳）石亀
●澤口カチエ（87歳）遠瀬
●白板カネ（92歳）原
●岩間信夫（81歳）関下
●平山三郎（88歳）道前
●白取敬子（62歳）杉本
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
ス
キ
ー
を
楽
し
も
う
！

　

本
校
で
は
学
区
に
手
頃
な
ス

キ
ー
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長

年
に
渡
っ
て
冬
場
は
全
校
で
ス

キ
ー
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
で
20
分
ほ
ど
の
水
亦
ス

キ
ー
場
は
、
地
元
Ｓ

Ｈ
Ｂ
ス
キ
ー
苦
楽
舞

（
小
笠
原
昭
治
会
長
）

ら
有
志
の
方
々
手
作

り
の
ロ
ー
プ
が
２
基

備
え
付
け
て
あ
り
、つ

か
ま
っ
て
上
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

何
よ
り
学
習
に
適

し
て
い
る
の
は
、
初

心
者
向
き
の
、
と
て

も
緩
や
か
な
斜
面
と
、

少
し
斜
度
の
増
す
中

級
者
用
斜
面
の
二
つ

が
あ
り
、
子
ど
も
の

技
術
に
応
じ
て
使
い

分
け
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
ス

キ
ー
が
初
め
て
と
い
う
１
年
生

も
、
少
し
ず
つ
ス
キ
ー
に
慣
れ
、

年
を
追
う
ご
と
に
ど
ん
ど
ん
上

達
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
回
目
は
１
月
19
日
。
好
天

の
下
、
先
生
方
の
他
に
、
Ｓ
Ｈ

Ｂ
会
員
の
方
２
名
を
講
師
に
迎

え
て
実
施
。
開
始
式
で
は
、
２

年
生
代
表
の
大
坊
隆
治
君
が

「
上
手
に
曲
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
ス
キ
ー
大
会
で
は
１
位

を
と
り
た
い
で
す
。」
と
力
強

く
宣
言
。
多
く
の
子
が
初
滑
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。
低
学
年
は

ロ
ー
プ
で
転
ん
で
し

ま
う
子
も
い
ま
し
た

が
、
み
ん
な
に
励
ま

さ
れ
な
が
ら
、
全
員

一
人
で
上
ま
で
行

き
、
下
ま
で
滑
り
降

り
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。３
年
生
以
上
は
、

さ
ら
に
上
か
ら
ス
イ

ス
イ
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、

３
回
の
全
校
練
習
の

あ
と
、
２
月
10
日
に

ス
キ
ー
学
習
納
め
と

し
て
、
練
習
の
成
果

を
試
す
校
内
ス
キ
ー

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ど
の
子
ど
も
も
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
練
習
や
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
特

色
で
あ
る
「
雪
」
を
生
か
し
た

ス
キ
ー
に
親
し
み
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
小
学
校
）

編
集
後
記

　

今
月
号
で
は
、
中
学
校
で
行
わ
れ
た

立
志
式
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

立
志
式
と
は
、
元
服
の
儀
に
ち
な
ん

で
（
数
え
年
の
）
15
歳
を
祝
う
行
事
の

こ
と
で
、
将
来
の
決
意
や
目
標
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
大
人
に
な
る

自
覚
を
深
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
幕

末
の
志
士
「
橋
本
左
内
」
が
15
歳
の
時

に
書
い
た
「
啓
発
録
」
と
い
う
書
物
に

由
来
し
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
中
で
左

内
は
、
人
生
の
中
で
は
５
つ
の
大
切
な

こ
と
が
あ
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。「
立
志
」

は
志
を
た
て
る
こ
と
。「
振
気
」
は
自
分

に
打
ち
勝
つ
こ
と
。「
勉
学
」
は
学
び
成

長
す
る
こ
と
。「
去
稚
心
」
は
甘
え
を
な

く
す
こ
と
。「
択
交
友
」
は
お
互
い
が
成

長
で
き
る
友
を
選
ぶ
こ
と
。「
立
志
式
」

は
、
こ
の
中
の
「
立
志
」
と
い
う
言
葉

に
由
来
す
る
行
事
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

私
の
頃
は
な
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
な

が
ら
、「
こ
う

な
り
た
い
！
」

と
力
強
く
宣

言
す
る
生
徒

た
ち
に
見
と

れ
て
い
ま
し

た
。

　
　
　
（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

学
校
の
話
題
　
上
郷
小
学
校

　情報スクランブル

雑
用
を
欲
し
が
る
僕
の
太
い
指 

岩
間
十
三
男

レ
モ
ン
テ
ィ
ー
ち
い
さ
な
嘘
も
あ
た
た
か
い 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

イ
ケ
メ
ン
は
英
語
じ
ゃ
な
い
よ
お
じ
い
ち
ゃ
ん 

中
村
春
太
（
春
雄
）

待
ち
人
が
ま
だ
来
て
い
な
い
青
信
号 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

不
手
ぎ
わ
も
暖
い
目
で
包
み
込
む 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

人
の
世
は
山
有
り
谷
有
り
味
が
あ
る 

森
田
榮
子

温
か
い
日
ざ
し
さ
し
こ
み
気
が
緩
み 

中
村
与
志

風
呂
上
が
り
は
し
ゃ
ぐ
こ
を
追
う
バ
ス
タ
オ
ル 

阿
保
千
枝

三
役
の
上
い
く
母
あ
り
妻
が
い
る 

鳴
滝
笑
美
子

飲
ん
べ
い
が
酒
の
つ
ま
み
に
煮
干
し
食
う 

松
尾
よ
し
夫

母
得
意
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

荷
軽
井
光コ

ウ
セ
イ生

（
光み

つ

お生
）

笑
っ
た
ら
き
っ
と
オ
バ
ケ
は
泣
き
ま
す
よ 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

湯
た
ん
ぽ
の
口
か
ら
昭
和
こ
ぼ
れ
落
ち 

西
村
吐
夢
（
務
）

手
の
ひ
ら
で
あ
た
た
め
て
い
る
冬
の
星 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
５
年
３
月
号
（
平
成
27
年
２
月
25
日
発
行
）
通
算
第
６
６
４
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.lg
.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

◎趣味や特技は？
サッカーを小学校から続けて
いて、現在も社会人チームで
プレーしています。カラオケ
も好きで、ＥＸＩＬＥなどを
歌うことが多いです。特技で
はないですが、散髪は自分で
します。

◎田子町で働いて感じることは？
昨年の６月から、盛岡から通
勤していますが、慣れるのに
時間がかかるかと心配してい
ましたが、みなさんが優しく
温かく接してくださるので、
つらい気持ちになることもな
く頑張ることができています。

◎将来の目標は？
田子町の地域貢献として、リ
ハビリテーション施設の充実
に努め、町のみなさんが心も
身体も元気になっていただけ
るように頑張ります。

◎町への要望は？
医療・福祉の充実により高齢
者の生活の向上がされ、それ
を通じて、若者たちの働く場
に繋がればいいなと思います。

◎ひと言
半年ほど、田子町でリハビリ
テーション業務に携わってい
ますが、まだまだ町民の方々
のリハビリテーションに対す
る認識が低いようなので、こ
の場を借りて知っていただけ
ればと思います。何かありま
したら、お気軽にご相談くだ
さい！

町のみなさんこんにちは

●名前：折原 和夫 29歳
　　　 （おりはら　かずお）
●出身地：  盛岡市
●お住まい：  盛岡市
●お勤め先：
　福原胃腸科外科医院
　理学療法士

はじめてのハッピーバースデイ
平成26年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●山田明
あ や

彩ちゃん
Ｈ26.2.4

（下本町・女の子）
お誕生日おめでとう。
好奇心いっぱいでパワ
フルなあやちゃん。こ
れからもたっくさん甘
えてきてね！

●宇藤　麗
れい

ちゃん
Ｈ26.2.12

（宮野・女の子）
泣き声が大きくてとっ
ても元気な麗ちゃん。
みんなに愛されて幸せ
だね。生まれてきてく
れてありがとう。

●田中千
ち ひ ろ

尋ちゃん
Ｈ26.2.12

（根渡・男の子）
丈夫に育ってくれてあ
りがとう。これからも
いっぱい笑って、いっ
ぱい遊ぼう！

●久保奏
そ あ

和ちゃん
Ｈ26.2.28

（夏坂・男の子）
おねえちゃんと仲良し
こよしで、ママとパパ
はいつも癒されてます
☆

　みなさんは、何歳から献血できるのかご存じですか？

　日本では16歳になれば、200ml 献血をすることがで
きます。さらに、男性は17歳、女性は18歳になると、
400ml 献血をすることができます。
　また、年齢の上限は64歳までですが、60 ～64歳のう
ちに献血をしたことがある人に限り、69歳まで献血する
ことができます。

　ですが、年齢に問題がない場合であっても、体重が軽
すぎたり、血の成分が基準に満たない場合は、申し訳な
いのですが、献血をお断りすることもあります。

（詳細はウェブで　http://ken-love.jp/）

　献血をして誰かの命を救うには、まず自分の体の健康
管理から、ということですね。がんばりましょう！

　次回の献血バスは、３月30日、せせらぎの郷にやって
来ます。このチャンス、友達を誘って献血デビューして
みませんか？

●献血　３月30日（月）
●会場　せせらぎの郷
●受付　　９：３０ ～ １２：３０
　　　　１３：３０ ～ １６：００

はじめよう！ 高校生からの献血

僕
が
行
く
、

  

僕
が
や
る
。

羽
生 
結
弦


	L2015_3 1
	L2015_3 2
	L2015_3 3
	L2015_3 4
	L2015_3 5
	L2015_3 6
	L2015_3 7
	L2015_3 8
	L2015_3 9
	L2015_3 10
	L2015_3 11
	L2015_3 12

